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準備事項  

備考  

【授業のねらい】
・学内で学んだ講義、演習、学内実習を基にして、施設実習に応用する。
・生活障害を有する高齢者の施設を実習施設とし、要介護に応じて求められる介護技術の適正な用い方を身につ
　け、利用者の権利を尊重する態度を養う。
・利用者の自立支援の観点から、利用者の全人格的理解と福祉サービスの全体像を把握でき、適切な援助ができ
　る能力を身につける。

【授業の展開計画】
【実習の概要】
１.利用者への適正な介護技術が援助できるようにし、カンファレンスの意義やあり方、連携の必要性を理解し
、積極的な参加ができるようにする。
２.福祉機器や福祉用具の知識と活用を学ぶ。
 
 【実習内容】
１.利用者の生活状況を理解する。
２.障害に応じたコミュニケーションの方法を学ぶ。
  ３.カンファレンスについて理解する。
  ４.利用者の状態やニーズに応じた介護技術や援助の方法を身につける。

【履修上の注意事項】
 実習生として相応しい学修態度に留意し、実習中の課題に取り組むこと

【評価方法】
施設評価60％、教員評価30％、その他10％

【テキスト】
新）介護福祉士養成講座編集『介護総合演習・介護実習』中央法規　

【参考文献】
本学で作成した「介護実習要項」と「実習日誌」等


